
件　　　名
新型コロナウイルス感染症自宅療養者医療支援事業
委託

№5200342

工（納）期

契約締結日

契約金額

随意契約（相手方指定）調書

相手方指定理由

令和５年９月３０日

令和５年４月１日

推定総額１１，９６３，０００円（消費税込み）

別紙に記載のとおり。

（法人番号：4011505001627）
契約相手方

一般社団法人荒川区医師会

備　　考

複合契約



契約審査委員会資料

R5.3.23

件　　名

名　称

所在地

代表者

業者選定理由書

新型コロナウイルス感染症自宅療養者医療支援事業委託

物品契約・随意契約（相手方指定）

経理課契約係

指名業者
（案）

一般社団法人荒川区医師会

東京都荒川区西日暮里六丁目５番３号

土屋　譲

特命理由

その他
特記事項

○根拠規定：地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号
（性質又は目的が競争入札に適さないもの）

　本件は、医療支援が必要な自宅療養者への診療を委託するものである。
　主管課からは、契約締結請求にあたり、部の機種・業者選定委員会の了承を
得たうえで、上記業者を契約相手方と指定したい旨の依頼があった。

　経理課として検討したところ、

　①　感染症法上の新型コロナウイルス感染症の位置づけが２類相当から
　　５類に変更となるが、医療提供体制については段階的に移行すると国
　　から方針が示されたことから、区においても引き続き自宅療養者への
　　医療提供体制を万全なものとする必要がある。

　②　上記法人は、地域住民の健康と社会福祉の増進に貢献することを目
　　的とした公益性の高い団体であり、多くの区内医療機関が加盟してい
　　ることから、区内地域の医療機関及び薬局との連携が必要不可欠であ
　　る本件を履行において、上記法人であれば区の目的に沿った履行が可
　　能である。
　
　③　また、上記法人は、荒川区と災害協定を締結しており、医療救護訓
　　練への参加等、地域活動にも積極的であることから、区や関係機関と
　　の連携体制を強化することが可能である。

　以上のことから、上記法人を相手方とした随意契約を締結する。


